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第一章 緒 言

小 見 結 核 ノ臨 抹 二 於 イ テ糞 便 中 結 核 菌 ノ容 易 ナ

ル謹 明 法 テ得 ン 事 テ 望 ム ヤ 切 ナ ル 者 ア ル ト共

一 、 之 ハ 亦 衛 生 學 上 ニ テ モ 興 味 深 キ 問 題 ナ リ ト

言 ハ ザ ル ベ カ ラズ 。

之 ラ 文 献 二徴 ス ル ニ1893年Lichtheim(i}が 腸

結 核 患 者 糞 便 中 ノ 粘 液 、 血 液 及 ビ 膿 汁 中 ヨ リ

結 核 菌 ラ謹 明 セ ル ラ 噛 矢 ト シ、Rosenblatt(2),

Strasburger`3,,Cruchet`4},Klose(5),Philip⑥,

=Engleson〔7),Schram(8),Moreau(9),Fried(10),

NUssel(11),Falci(i21,新 井(13),千 藁141,Mikulowski

t15)
,Grad6re(16),Cauelli(17),Martin(18),Sykes(19),

Negru(20),Silber(21),Costa(22),Caussimon「23),

Jommasini(24),SzUle(25',SzUle?6i,,Krajcsovies

1(2η
,Esplugnes㈹,Mishulow(29),Dintenfass(30)等

ノ 同 種 ノ業 績 ア リ。 之 等 ノ業 績 ニ ヨ レ バ 集 菌 法

ノ改 善 二 從 ツ テ腸 結 核 症 ノ ミナ ラ ズ 或 ハ 同 病 ラ

併 登 セ リ ト認 メ難 キ 開 放 性 肺 結 核 患 者 ノ大 多 数

又 ノ・凡 テ ら 、 叉 喀 疾 検 査 ニ テ閉 鎖 性 ト認 メ ラ レ

タ ル 患 者 ノ糞 便 中 ヨ リモ 結 核 菌 テ詮 明 シ得 ル ニ

至 レ リ.斯 カ ル糞 便 中 ノ結 核 菌 ハ 浦化 管 内通 過

中、酸 、 「アル カ リ」、各 種 ノ酵 素 又 ハ腸 内菌 等 ノ

危 害 テ蒙 ル テ以 テ其 ノ生 濯 力減 弱 テ來 スハ 想像

二難 カ ラザ ル所 ナ ル モ、PetrofF31)ノ ・1916年 始

メ テ糞 便 中結 核 菌 ノ分離 培 養 二成 功 シ、Moreau

「321
,Verdina(30「ノ・糞 便 中結 核 菌 ノ生 存 セル事 ラ動

物 試 験 ニ ヨ リテ確 認 セ リ。 而 シテ近 年 結 核 菌分

離 培 養 法 ノ進 歩 ト共 二結 核 患 者 ノ糞 便 ヨ リ結 核

菌 テ容 易 二且確 實 二分離 培 養 シ得 ル方 法 テ得 ン

ト試 ミル者 漸 ク多 ク 且ohn'34),且errmann(351,

Schrader(36),Hauptmann'37,,Irene及 ピIrosse1

(38),伊 藤 「39)、Choun及 ピKrug(40),小 川(41)、尾

高(42)、Piaseckali3),Molinaril11等 ノ業績 テ 見 ル ニ

至 レ リ。

翻 ツテ尿 尿 慮 理 法 ノ不 完 全 ナ ル本 邦 ノ現 状 テ見

レバ、 吾 人 醤 家 ニ トリテ結 核 患 者 ノ糞 便 ト共 二

排 泄 セ ラル ・結 核 菌 ノ尿 尿 壺 中 二於 ケル確 實 ナ

ル 生存 日数 テ知 リ得 ル ハ衙 生 行 政 上 ノ観 鮎 ヨ リ

興 味大 ナ ラズ トセ ズ。 吾 人 ハ排 泄 セ ラ レタル尿
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尿 中 二 於 ケ ル 腸 系 傳 染 病 菌 ノ生 存 日撒 二就 イ テ

ハ 、 已 一Uffermann(151,Lubarsch(46),Abel

及 ビClausenα7),Mayer'i・"'i,安Wh(49)、 北 里(50)、

Kaupe'51、,G5rtner(52等 多 敷 ノ業 績 テ 見 レ ド モ糞

便 中 結 核 菌 ノ生 存 日撒 ヲ検 シ タ ル モ ノハ 甚 ダ稀

ニ シテ伊 藤(53)及ピ 昭 和11年4月 第14同 日本結

核 病 學 會 総 會 ニ テ余 ノ實 験 報 告 ト同時 二登 表 セ

ラ レタル長 谷 川(5↓)ノ報 告 以外 二明 カ ナ ラズ。

余 ハ嚢 二登 表 セ シ實 験 成 績 二更 二追 加 検 索 テ試

ミタル テ以 テ、 弦 二其 ノ成 績 テ述 ベ ン トス。

法方験實

料

ビ

材

及

験

料

實

材験

。節

實

一第

章二第

1.實 験 ハ凡テ嚴重 ナル滅菌操作 ノ下二行 ハレ

タリ。而 シテ材料 トシテハ多数 ノ開放性肺結核

患者 ニシテ腸拉 ビニ腎臓結核 ラ合併 セザル者 ヨ

リ探集 セル糞便中鏡検的 二結核菌テ謹明 セルモ

ノラ選 ビ、其糞便二直二同患者 ノ尿 ラ加ヘテ磨

碑混和 シ薄粥状 トナ シタル者 ラ滅菌「ガーゼ」ラ

通過 セシメテ粗大ナル野菜残渣等 テ除去 シ所要

個撒 ノ「コルベ ン」二分注 セリ.余 ハ此 ノ場合 二

謹明セラレタル菌ラ喀疲嚥i下二因ルモ ノトシ決

シテ消化管壁 ヨリ出デタル者 ナラザル事 ノ想定

ノ下二本實験 テ行ヘ リ。

2.本 實験 二用ヒラル ・培養結核菌浮游液 ハ、凡

ソ3週 間培養 セル人型結核菌聚落 ノー定量 ラ璃
　

瑞乳鉢内ニテ0.85%生 理的食盤水テ1滴 宛注加

シ30分間極 メテ丁寧 二磨碑 シテ殆 ド完全 二菌膿

ラー個宛 二分離 セシメ、更二食盛水 ラ加ヘテ約

1%ノ 菌浮游液 トセル極 メテ濃厚ナルモノナリ。

3.健 康 人 ノ糞 便 二 同人 ノ尿 ヲ加 ヘ テ同 ジク薄

粥 状 トセ ル混 合 液10.Occm二 封 シ、上 記 ノ結 核

菌 浮游 液1.Occmテ 加 ヘ テ 再 度 滅 菌 乳 鉢 内 一テ

良 ク混 和 シ、 之 テ所 要 個 数 ノ「コル ベ ン」二分 注

セ リ。

4.三 項 二記 セ ル薄 粥 状 ノ尿 尿 混 合 液 ノー 部 ラ

1時 間牛 ノ蒸 氣 滅 菌 法 テ施 シタル後 、 既 記 ト同

ジ割 合 二菌 テ混 和 シ所 要 個 撒 ノ「コル ベ ン」二分

注 セ リ。

5.健 康 人 ノ尿 及 ビ其 ノ尿 ノー部 ラ1時 間牛 蒸

氣 滅 菌 法 テ施 シ、其 ノ各 ノ10.Occm二 封 シ結 核

菌 浮 游 液1.Occmラ 加 へs滅 菌 乳 鉢 内 ニ テ 混 合

セル モ ノテ所 要個 数 ノ「コル ベ ン」二分 注 セ リ。

以 上 ノ検 査 材 料 ラ 容 レタ ル 「コル ベ ン」ノ・滅 菌

「ゴ ム.1栓テ施 シ タル後 、 其 ノ瓶 ロ テ油 紙 ラ以 テ

保 護 セ リ。

第二節 實験方法

1.上 記 ノ如 ク異 ナ ル 内容 テ有 スル 「コル ベ ン」

ノ種 類 別 ノ各 ラ氷 室 、 室 内北 側 ノ机 下 ノ薄 暗 キ
●

場所(以 下室内 ト記 ス)、屋外建築物 ノ北側ニテ

蒼室 ヨリノ散射光 ノミラ受 ケテ直射 日光テ全 ク

受 ケザル場所 似 下屋外陰 ト記 ス)、屋外 ニテ終

日直射 日光テ受 クル場所(以 下屋外陽 ト記 ス)、

20度 及 ビ37度 ノ卿卵器 内等 ノ諸所二放置セリ。

2.上 記各指定場所 二放置セル各 「コルベ ン」ハ

其 ノ翌 日ヨリ毎 日其 ノ内容 二就 キ同一 ノ検査方

法 ラ繰返 セリ。即チ實験毎 二各 「コルベ ン」テ良

ク振 量 シ タル 後 ソ ノ 内容 物2.Occmラ 駒 込 「ピ

ペ,ト 」ニ テ 「シ、ピッツ グ ラ ス」二移 シ、 之 二10容

量%硫 酸 ノ同量 テ加 へ、20分 間振 盈 器 ニ テ振 温

混 和 シ タル後1分3000同 廻 轄 ノ 遠 心器 ニ テ20

分 間 遠 心 沈 澱 セ シメ、 其 ノ沈 渣1白 金 耳 テv一

ヴ。ン シ.タ イ ン氏 「マ ラ ヒー7トグ リt一 ン」加鶏 卵

培 養 基 二接 種 シ37度 ノ艀 卵 器 内 ニ テ培 養 ラ行 フ

所 謂 硫 酸 法 ト、 更 二 尾高(55)ノ方 法 二從 ヒ検 査 材

料2.Occm二 同量 ノ10容 量%硫 酸 水 ヲ 加 へ20

分 間 振 盈 器 ニ テ振 盈混 和 セ ル後1.Oecmノ 「ベ ン
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ジ ン」テ加 ヘ テ3分 間 張 ク振 盗 シテ 検 査 物 中 ノ

結 核 菌 テ 「ベ ンジ ン」二吸 著 セ シ メ、 更 二遠 心沈

澱 ノ後 二生 ズル分 界 層 ノ1白 金 耳 宛 テ培 養 基 一

接 種 培 養 スル所 謂 「ベ ン ジ ン」硫 酸 法 トノニ 實 験

テ試 ミ タ リ。

検 査 材料 ヨ リ培 養 基 二接 種 ス ル際 同時 二塗 抹 標

本 テ作 リチー ル ネ ル ゼ ン氏 法 一 ヨ リ染 色 シテ菌

ノ存 在 ラ確 メ タ リ。

3.實 験期間中ハ日々検査材料テ放置 セル場所

ノ最高及 ピ最低 ノ温度テ測定 シ、且ヅ叢間二於

ケル大盟 ノ天候状態 テ記録 シテ氣温拉 ピニ日光

ノ影響 テモ顧慮セリ.
'4

.菌 テ接種 セル培養基 ノ観察期間ヲ60日 ト

シ、其期間内二菌聚落ヲ形成セザル時ノ・検査材

料中ノ結核菌ハ死滅 セルモノト見倣 セリ。

第三章 實験成績

培 養 基 上 二菌 聚 落 テ生 ズ ル場 合 ニ モ其 ノ聚 落 撒

ノ・「コル ベ ンJ放 置 日撒 テ経 ル ニ從 ツテ次 第 二減

少 シ終 二陰 性 トナ リ。 又 各例 毎 二4木 ノ培 養 基

二接 種 ラ行 ヒタル モ、 同 一 材 料 ニ シテ聚 落 ノ登

見 ハ必 ズ シモ 同 一 日 トナ ラズ多 少 ノ遅 速 ヲ見 タ

リ。 斯 カル各 例 毎 二異 ナ ル些 少 ノ差 違 ハ之 ヲ問

ノ・ズ シテ軍 二菌 ノ生 死 テ(十)〔 一)一 テ匠 別 表 示

ス ル事 ト シ、 更 二 同一 材料 ヲ培 養 基 二接 種 セル

後 聚 落 褒 見迄 二要 セ シ日撒 テ卒 均 シテ李 均 培 養

日数 トセ リ。

第一節 肺結核患者尿尿混合液中ノ結核菌 ノ生存 日数

昭和9年7月 下旬 ヨリ8月 下旬二亙 リ開放性肺

結核患者 ノ尿尿混合液 テ就記 ノ如 ク硫酸法ニテ

鬼置 シ培養 セル成績ハ第1表 ノ如 シ。

帥チ氷室内二保存 セルモノニ就 イテ毎 日新 タナ

ル培養試験 テ行 フニ、氷室内ノ放置 日敷 テ経ル

ニ從 ヒ菌 ノ聚落ラ登見スル迄二多 クノ日激 テ要

第1表

シ、 且 ツ聚 落 撒 モ漸 次 減 少 ノ傾 向 テ示 ス モ、 概

括 的 二言 ヘ バ氷 室 内放 置1週 間 以 内 ニ テ ノ・被 検

材 料 中 ノ結 核 菌 ノ・猶 良 ク登 育 ス。 然 レ ドモ室 内

二放 置 セ ル モ ノノ・3日 乃 至4日 間、 屋 外 陽 二 置

ケル モ ノノ・1乃 至2日 間 ニ シテ培 養 ・基上 二叢 育

セザ ル ニ至 ル。

肺 結核患者 ノ尿尿混合液 中 ノ結 核菌(自 七 月下旬至 八月下旬)

■

佐 々 木(VH)管 杉 本(IVノ

月
日

天

候

室

内

温
度

＼ 「コル ベ ソ」放 置 場

所
「コノレ

ベ ン〆」

放 置 日倣

氷 室 室 内 屋外陽

1

昌臆☆ ノ繍 氷 室陸 内
1

屋外陽

1成構 瞬
培養
日撒

1

成績培養
日数

天
候

温

度

所
「コノレ

ベ ン」

放 置 日数

成欄 成構
1

成構
241V皿

晴

27.Ol
ヒ

25.5
-

26.5

23.6
-

26.0

19.〇
-

29.0

19.0

0 十
}

十

16

}

十

一

16

一 〇

19

1
25/V皿

晴 後 雨

26・51

23.6
0 十 17

1

一

16

-

18

『
22

一

十
26/VE

晴 後 雨

26.0

19.0
1 十 17 十

一

!

β0
25!V皿

晴 後 雨
一 曜}

261V肛

晴 後 雨
2 十

一

十

十 18 一 60

蕊

27/V皿

晴

29.0

19.0『
29.0

19.0
-

28.5

25.5

2 十 20 +!20L1601
一
271V皿

晴
3 十 28 一

一

281V皿

晴
3 十 25 十27一

一1『

60

281V∬

晴

29.0
19.0

4 十 26 一 60 60
291V皿

晴
4 十 26 _601-

1-一 一1一

60
・

29!V皿

晴

28.5

125.5
5 十 26 一 60 一 60

30/V旺

晴

28.0

24.0
5 十 30 一}6・i「6・

一

管姓 ノ横 ノ()内 ノ数 字 ノ・喀 疾 中菌 ノが フ キ ー番 號
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岡 本(V皿) 青 禾(v)

月
日

天

候

室

内

温

度

「コノレベ ソ」

放 置 場

所
「コノレ

ベ ソ」

放 置 日倣

氷 室 室 内 屋外陽 室

内

温

度

＼鞍
1コ ノレ

ベ ソ」

放 置 日藪

氷 室 室 内 屋外陽

成績i
培養
日鍛成績1培養

主1培養

1醐 成績瞳

月

天
候 成績培養

日倣成輔 成績培養
日数

1/V皿

晴 後雨

28.0

20.0
0 十 28

冨 奮

201V叫29.0

0青124.0
0 十 29

21V皿

晴後 雨

28.0

20.0『
30.0

24.0

1 十 28

30

十

一

ご
一

211V皿

晴一 一
221V皿

晴一,『

23/V皿

曇

930
.0

21.5
1 十 29 十 29

.十
29

3/V皿

晴
2 十

一

十

一
'33

一

60
29.0

24.〇
-

30.0

26.0

2 十 30 十 33 一 60

41V皿

晴

30.0

25.0
-

31.0

25.0

3 十
里
33

一 60 一 60 3 十 並

冨

十 37 一 60

5/V皿

晴
4 十 一 60 一 60

24/V皿

晴

30.0
26.0

4 ●

ニ
ー

●

61V皿

晴

32.0

23.0
-

31.5

27.0

5 ● ● ●
25/V皿

晴

28.0

26.0
5 十 60 一 60

71V皿

晴
6 十 37 一 60 一 60

26/vm

晴

28.O
l25.5 6 十 40 一 60 一 60

第 二 節 健 康人 尿尿 混 合 液 二加

ヘ タノレ培養 結 核菌 ノ生 存 日敷

1.硫 酸法

健康人 ノ自然尿尿混合液 及ビ蒸氣滅菌 セル尿尿

混合液二純梓培養人型結核菌 ヨリ作成 セル菌浮

游液テ加ヘタルモノテ種々ノ場所 二放置 シ、之

等二就キ昭和10年9月 ヨリ同年12月 二亙ル期

間二於 イテ硫酸法 テ以テ行ヘル撒回ノ實験成績

及 ビ當時検査材料 テ放置 セル場所 ノ温度及ビ天

候状態ハ第2表 乃至第4表 ノ如 シ。

第2表 二示 スガ如 ク9月 中旬 ヨリ下旬二亙 リ氷

室内二放置セル滅菌セザル尿尿混合液中 ノ菌ハ

17日 間確實 二 生存 ヒルモ、室内温度最低17度

卒 林(V)

日
月

天
候一

室
内

温

度

「コル!ベ ソ」

放 置 場

所
「コノレ

ベ ソ」

放 置 日数

氷 室 室 内 屋外陽

成績培養
日籔成績培養

日鍛成構
20/V皿

晴

29.0

24.0
0 十 21

T

=

=

211V皿

晴

30.0

21.5
1 十 翌

27

十 23'

一

25

221V皿

晴

29.0

24.0 2 十

一

十

一

里
30

一

60

231V皿

晴

30.0

26.0
3 十 27 十

一

60

241V皿

晴

30.0

26.0
4 ●

⊥
一

曹

一

蕊

冨

●

25!V皿

晴一 一
26/V皿

晴

28.0
26.0

5 十 30

一

一 60

28.O

l25.5
φ6

十 30 = 冨

第2表 健康人 ノ尿尿 混 合液 中 ノ培養結核菌(9月)

日
月

天
候

9/1X

.1011X

雨'

11/1X

晴

.藩

へ

＼

放

置
日
数

0

1

2

氷 室

不滅菌

成績

十

●

●

培養
日敬

14

滅 菌

成績臓

十114

●

●

室 内

度
高
低

温
最
最

28.0
26.0

27.0

26.0

26.0

24.0

不滅菌

成績

●

●

培養
日数

滅 菌

成績

●

●

培養
日倣

屋 外 陰

度
高
低

温
最
最

33.0
22.0

32.0

21。0

28.0
21.0

不滅菌

成績騰

●

●

滅 菌

醐誘

●

●
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12/1X

曇 後 晴
3 十 15 +}・5ill:8 十 25 十 16

28.0

19.0

1
_ 60 十 1δ

1311X

曇 後 雨
4 十 16 十 15

25.5

24.5 十 29

一
十 18

28.0

22.5
一 60 十 19

1411X

晴後 曇
5 ● ●

22.0

19.5
● ● ● ● ●

1511X

晴
6 ● ●

一

十
『

●

24.0

19.0
● ● ● ● ●

16/1X

晴
7 十 17 16

24.0

23.0
一 60 十 20

22.0

14.0
一 60 十 20

17/IX

雨
8 ●

22.0

20.0
●

　

一

●
27.0

19.0
● ●

18/1X

晴
9 十 19 十 16

23.0

21.5
60 十 21

25.0

18.0
一 60 十 22

19/1X

晴
10 十 19 十 17

-

17

一

24.0

22.0
一

一

60 十 22
27.0

14.5
一 60 十

一

十

24

20/1X

晴
11 十 20 十

23.0

21.0
60 十 25

26.5

17.0
一 60

一

27

2111X

雨
121● ●

一一

●

22.0

21.0
●

一

●

●
23.0

19.0
● ●

22/IX

雨

{13L
一

21.0

21.0

}

● ● ■ ●

一
2311X

雨 後 曇
14}・

1-

1・

●
21.5

21.0
● ●

23.0

18.5
● ●

2411X

曇[
15i

一
●

1

」
i

25.0

17.0
●

一

●

● ● ●

一
2劉 ・6

●

一

●

一

十

25.0

20.0
● ● ●

2611X

曇 後 雨
17 十 23 20

24.0

20.0
一 60 十 25

28.0

19.5
一 60 十 29

1

最 高28度 ノ頃 、 室 内 二放 置 セル 「コルベ ン」中 ノ

菌 ハ4日 間確 實 二 生存 シ、7日 テ経 レバ死 セル

モ其 ノ中 間 ハ不 明 ナ リ。 又 同 時 二屋 外 陰 ニ テ最
ロ

底14度 最 高33度 ノ下 ニ テ ハ3日 間 以 内 二死 セ

第3表

リ.然 レ ドモ豫 メ蒸 氣 滅 菌 法 テ施 シタル尿 尿 二

加 ヘ タル結 核 菌 ハ 上記 ト同 一 條 件 ノ各 場 所 二放

置 セ ラ レ タル モ實 験 期 間 タル17日 間 ノ・確 實 二生

存 セ リ.

健康人 ノ廉尿混合液 中 ノ培養結核菌(10月)
/

月
日

天
候

8/X

晴

9/X

晴一 一
10/X

晴一
11/X

雨

121X

晴

13/X

晴

＼

置
日
数

放i 氷
置1

室

倣＼＼1講 議

0

1

十

1-

十

2

β

4

5

十

一

十

14

τ

15

15

一

20

02十

●

十

一
十

十

一
十

4

4

5

1

4
⊥

引
⊥

18

十16
-1-

・1

室 内

温度
最高

不滅菌

最低成績騰

屋 外 陰

FO

O

9

4

雪
■
4ユ

FO

O

8

9
U

¶
工
-
⊥

20.0

13.0

20.0

18.0

十

十

一
十

26

一

29

一
35

滅 菌 翻 不滅菌

成績

十

一
十

一
十

一
十

[

・

誘 驚 成績

15

一

15

23.0

15.0

22.0

16.0

+

了
土

+

培養
日激

27

一

21

滅 菌

成績

十

十

培養
日数

17

17

屋 外 陽

23.0

18.0

22.0

16.5

十 35

18

24

22.0

17.0

24.0

16.0 十

●

31

38

十

十

●

度
低
高

温
最
最

40。0

15.0

18

19

0

0

1
⊥
慶
U

4

1

PO

O

一b

7
・

0
σ
-
⊥

42.0

16.0

不滅菌

成績

滅 菌

十

十

十

議 成績

30

34

40

60

十

十

十

,十

養
数

培
日

22

19

21

27
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14/X

ロ青
6 十 28 十 22

20.0

16.0
一 60 十 25 24・Ol

14.0
一 60 十 21

36.0

14.0
一 60 一 60

151X

曇
7 十 31 十 23

18.5

15.0
一 60 十 21

22.5

13.0
一 60 十 23

32.0

12.5
一 60 一 60

16/X

晴
8 ● ●

20.5

16.0
● ●

22.5

14.0
● ●

21.0

14.0
● ●

171X

晴
9 ● ●

22.0

18.5
● ● ● ● ● ●

181X

晴
10 ■ ●

19.0

14.0
● ●

25.0

11.0
● ●

●

40.0

11.0
● ●

191X

晴
11 ● ●

19.0

13.0

20.0

14.5

● ●

器:81
● ● ●

35.0
10.0

● ●

20/X

晴
12 ● ● ● ● ● ● ● ●

21/X

晴
13 十 22 十 24

20.0

13.0
一 60 十 23

22.0

10.0
一 60 十 241器:8 一 60 一 60

22/X

晴
14 ● ●

18.0
1

13.51
●

21.0

7.ol

● ● ● ●

23/X

晴
15 十 26 十 23

19.α

10.5
一 60 十 24 一 60 十 26

39.0

7.0
一 60 一 60

24,区

晴
16 ● ●

21.0

12.0
● ●

22.0

9・Oi
●

40.Ol

9.Ol●
●

25/X

晴
17 十 32 十 23

19.0

12.OI
一 60 十 27

23.01
i-

9.Ol
60 十 25

39.5

9.0
一 60 一 60

1

更 二10月 ニ ノ・不 滅 菌 尿 尿 中 ノ結 核 死 ハ 室 内及 ビ

屋 外 陰 ニ テ4日 間 ハ確 實 二生 存 シ、6日 間 ニ テ

生 存 力 テ失 ヘ リ。 又 屋 外 陽 ニ テ3日 間 生 存 スル

事 テ謹 シ得 タル テ以 テ 自然 尿 尿 中 ノ結 核 菌 ハ秋

季 ニ テノ・室 ノ内外 ラ問 ハ ズ約3乃 至4日 間 生 存

ス ル コ トラ知 ル ベ シ。 然 ル ニ滅 死 セ ル尿 尿 二加

ヘ タル結 核 菌 ハ室 内、 屋 外 陰 ニ テハ共 二17日 間

第4表

確 實 二生 存 セル モ、 屋外 陽 ニ テ ノ・僅 二4日 間 生

存 シ其 ノ後 ノ2日 間 二死 ス。 實 験 中 ノ室 内最 低

温 度10.5度 、 最 高23度 、屋 外 ニ テ ノ・最 低7度 、

最 高 ハ陰 ニ テ25度 、 陽 ニ テ42度 ア リ。

11月 中旬 ヨ リ12月 初 旬 室 内温 度 最 低6度 最 高

18度 ノ頃 同 檬 ノ實 験 テ行 ヘ ル=、 不 滅 死尿 尿 中

ノ結 核 菌 ハ室 内 ニ テ8日 間 、 温 度 最 低2度 最 高

健康人 ノ脈 尿中 ノ培養結核菌(11月)

月
日

天

候

放
置

放 場
置 所

贔 ＼

氷 室 室 内 屋 外 陰 屋 外 陽

不滅菌 滅 菌 温度
最高
最低

不滅菌 滅 菌 温度
最高
最低

不滅菌 滅 菌 温度
最高
最低

不滅菌 滅 菌

成績培養
日数

成績培養
日轍 成績培養

日数成績培養
日数 成績皆叢購

培養
日数 成績培養

日藪癩騰
14/XI

晴
0 十 13 十 13

『

14

15.0

6.0 一

14
15/XI

曇 後 雨
1 十 15 十

18.0

17.0
十 20 十 15

28.0

8.0 十 20 十 15
39.0

8.0 十

'歯

十

16/XI

晴
2 十 15 十 15 17.0

15.5
十 21 十 17

18.5

7.5 十 20 十 16
34.0

7.5 十 30 十 15

17/XI

晴
3 十 17 十 17

17.12

12.0 十 22 十 17
17.0

11.0
十 27 十 16

35.0

11.0 十 33 十 16

18/XI

晴
4 十 16 十 18

15.0

9.〇
-

15.0

10.0

十 22 十 18
17.0

1.5
十 25 十 18

35.5

1.5
十 35 十 18

191XI

晴

'5
十 18 十 18 十 30 十 20

14.0

4.0 十 31 十 18
35.5

4.0 十 40 十 19

201XI

晴
6 十 18 十 18

15.0

11.5
十 33 十 20

13.0

7.0
十 32 十 18

19.0

7.0
一 60 十 20



第4號 】 小川=尿 尿 中結 核菌 ノ生存力 二就 テ 361

21/XI

ロ青

22/XI

晴 後 雨

23/XI

雨後 晴

24/XI

晴 後 雨

25/XI

曇 後 雨

26/XI

曇 後 雨

27/XI

晴 後 雨

28/XI

晴 後 雨

291XI

雨

30/XI

晴

皿躯
雨

2〆XH

嗜

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

十

十

7

T

十

十

十

十

十

十

●

十

25

20

21

20

21

22

22

23

24

十

一
十

●

十

十

十

十

十

十

●

十

18

18

20

「

18

19

20

18

19

21

14.5

9.0

15.0

14.0

15.5

13.0

15.0

11.0

16.0

12.0

16.0

13.0

15.0

11.5

14.0

11.0

14.0

13.0

14,0

10.0

十

十

T

14.0

10.0

16.0

12.Ol

32

40

60

60

60

60

60

60

60

十

一
十

●

十

十

十

十

十

十

十

18

21

19

18

9
陶

4ユ

9
陶

9
臼

10

20

21

齪}+
16.5

2.5

_二 ●

●

(U
O

O

Q
り

2

∩
V
(U

Q
4
∩
6

1

15.0

5.5

15.0

量1_

蟄二
13.O!
3.oI

⊥
14.0

6.0

37

60

60

60

60

60

60

60

60

十

十

●

●

十

十

十

十

十

一
十

●

十

18

18

21

18

20

20

19

22

21

33.0

2.0

32.0

2.5

24.0

9.0

26.0

8.0

30.0

5.5

26.0

5.5

18.0

10.0

7

●

28.5

3.〇 一

　　
31:81 一
⊥

60

60

60

60

60

60

60

60

60

十

一
十

十

十

十

十

十

十

十

19

22

22

}
22

23

24

25

25

26

28度 ノ屋 外 陰 ニ テ7日 間 、 日光 ノ直 射 セル最 高

温 度39度 二 昇 ル 腿 ニ テ5日 間生 存 セ リ(第4

表1。而 シテ滅 菌 尿 尿 中 ノ結 核 菌 ハ上 記 ト同一 條

件 ノ各 場 所 二 放 置 セ ラル ・モ 共 二18日 間 生存

セ リ。

2.尾 高 法

尾高55ノ・嘗 テ當療 養 所 二勤 務 中 患 者 ノ糞 便 中 ヨ

リ結 核 菌分 離 培 養 ノ研 究 テ ナ シ、硫 酸 法 二「ベ ン

ジ ン」ニ ヨル集 菌 法 テ併 用 セル 所 謂 尾高 法 テ 創

案 シ硫 酸 法 二勝 レル實 験 成 績 テ基 ゲ タ リ。 戸 田

㈹ ノ門 下廣 木及 ビ本 田 ハ 硫 酸 法 、 小 川 法(「 トリ

バ フ ラビ ン」硫 酸 法)、伊 藤 藤 野 法(0.1%「 ヤ トレ

ン」及 ビ5%硫 酸 水 ラ以 テ塵 置 スル法)及 ビ尾 高

法 二依 リ糞 便 内結 核 菌培 養 ノ比較 試 験 テ行 ヒ、

尾高 法 テ最 モ推 賞 スベ キ方 法 トナ セ リ.

故 二余 モ亦 此 機 會 二於 イデ尾 高 法 ノ追 試 テ行 ヒ

兼 テ同 法 中 ノ硫 酸及 ピ 「ベ ンジ ン」ガ結 核 菌 二幾

許 ノ障碍 テ與 フル カ ラ知 ラ ン トシ、滅 菌 尿 尿 中

結 核 菌 テ何 等 庭 置 テ加 ヘ ズ シ直 チ ニ培 養 基 上 一

接 種 セル モ ノ ト、 同 一菌 テ尾 高 法 ニ テ塵 置 シテ

培 養 基 上 二接 種 シタ ル モ ノ トノ登 育 歌 態 テ比較

検 査 セ リ。 其 ノ實 験 成績 ハ第5表 ノ如 シ。

即 チ昭和11年5月 ノ 検 査 材 料放 置 ノ 各 揚所 ノ

温 度 ノ・室 内 ニ テ最 低11度5分 最 高22度 、 屋 外

二最 低 ノ・6度 最 高 ノ・陰 ニ テ28度
、 陽 ニ テ36.5

度 ナ リ.滅 菌 セザ ル尿 尿 混 合 液 中結 核 菌 ノ・室 内

一 テ15日
、 屋 外 陰 ニ テ13日 、 屋 外 陽 ニ テ6日

間 生 存 シ、氷 室 内 ニ テ ハ30日 間 テ経 ル モ猫 死 滅

セザ ル事 テ知 リ得 タ リ。 又 豫 メ蒸氣 滅 菌 ラ施 セ

ル尿 尿 混 合 液 中 へ加 ヘ タル菌 ハ氷 室 、 室 内、 屋

外 陰 ニ テ ハ 實 験 徽 綾 期 間 タル30日 間 ハ 確 實 二

生 存 シ、 屋 外 陽 ニ テハ13日 間 生 存 セ リ。

次 二滅 菌尿 尿 中 へ培 養 結 核 菌 テ混 入 シテ此液 二

何 等塵 置 テ加 ヘ ズ シテ其 ノ液 テ培 養 基 二接 種 ス

ル ニ、 之 等 テ氷 室 、 室 内及 ビ屋 外 陰 二放 置 スル

時、全 部 ノ材 料 中 ン菌 ハ30日 間生 存 セル コ トテ

謹 シ得 タ ル テ以 テ尾 高 氏 法 ニ ヨ リタル モ ノ トノ

間 二差 違 テ認 メザ ルモ、 屋 外 陽 二放 置 スル時 硫

酸 庭 置 テ加 ヘ ザ ル者 ハ20日 間生 存 セ ル テ 以 テ

尾 高 法 ニ テ庭 置 セ ル者 二比 シ其 ノ生 存 期 間約1

週 間長 シ。 且.ツ材 料 放 置場 所 ノ如 何 ラ問 ノ・ズ菌

聚 落 ラ登 見 スル 迄 二要 スル期 間 、 即 チ培 養 日撒

ハ雨 者 間 ニ テ著 明 ナ ル差 違 ラ生 ジ
、 無 塵 置 ノ者

ハ 尾 高 法 ニ ヨ リ タル者 二比 シ早 期 二菌 聚 落 テ登
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見 ス。 即 チ加 ヘ ラ レタ ル硫 酸 及 ピ「ベ ン ジ ン」二 ヨ リ菌 ガ危 害 ラ蒙 ル事 明 カ ナ リ.

第三節 健康人 ノ尿 二加 ヘ タノレ培養結核菌 ノ生存 日数

稀繹 セザル健康尿 二結核菌俘游液 テ混 ジ、昭和 即チ自然尿中 ノ結核菌ハ屋外陰ニテ8日 間、屋

10年11月 中旬 ヨリ12月 上旬二亙 リ同様 ノ實験 外陽ニテ1日 間生存 シ得ルモ、若 シ滅菌 セル尿

ラ行 ヒタル成績 ハ第6表 ノ如 シ。 テ用ユル時ハ菌ハ屋外陰ニテ11日 間、屋外陽二

第6表 健康人ノ尿中ノ培養結核菌(11月)

月
日

天
候1

放1ぎ 室1室
.内 屋 外 陰 屋 外 陽置

隆 群
日
敬

不滅菌 滅
瀦副翻 不瀧 滅 菌 温度最

高
最低

不滅菌 滅 菌 澱
最高
最低

不滅菌 滅 菌

嚇膿購 騰 最低騰 誘附 培養
日藪 蝋叢成績騰 成績培養

日藪成績培養
日数

141XI

晴
0 十 13 十 13

15.Ol

6.0

、

15/XI
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16/XI
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18.5
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-
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一

●
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-
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テ1日 間 生存 シ得 タ リ.然 ル ニ室 内 ノ薄 暗 キ場

所 及 ビ氷 室 内 ニ テノ・自然尿 タル ト滅菌 尿 タル ト

テ問 ハ ズ、 何 レモ實 験 期 間 タ ル18日 間 ハ 生存 セ

リ。 此 成 績 テ同 時 二同 一條 件 ノ下 ニ テ行 ヒ タル

尿 尿 混 合 液 中 ノ者(第3表)二 關 ス ル成 績 ト比 較

ス ル時 ノ・、尿 中 ノ菌 ハ室 内 一 テ ハ抵 抗 張 ク、 直

射 日光 ノ下 ニ テ ハ抵 抗 極 メテ弱 キ事 テ知 リ得 ベ

シ。 之 恐 ラ ク低 温 弱 光 ノ塵 ニ テ ハ菌 ノ 生 活 力

ノ強 キ テ語 ル者 ナ ラ ンモ、 從 來 ノ余 ノ種 々 ノ實

験(57×58)二徴 ス レバ此 實 験 二依 ル成 績 ハ 温 度 ノ影

響 ヨ リハ圭 トシテ菌 が強 キ光 二封 シテ抵 抗 弱 キ

性 質 二 因 ル者 ナ リ ト解 スベ キ ナ ラ ン。

第四節 尿尿混合液及 ビ尿中ノ培養結核菌生存カニ及ボス氣温 ノ影響

上記 ノ各 實験 ヲ通 覧 ス ル ニ尿 尿 中結 核 菌 ノ生 存

力 ハ氣 温 及 ビ 日射 等 ノ氣 候 條 件 ニ ヨ リ影 響 セ ラ

ル ・塵 大 ナ ル ガ如 キ モ、 氣 候 テ形 成 スル 因子 ノ・

多 ク、夫 等 各 因 子 ハ互 二聯 關 シテ他 ノ事 物 二影

響 ヲ與 フル者 ナ ル ラ以 テ、 余 ノ實 験 二於 イテ モ

亦氣 候 因 子 ニ ヨル影 響 ラ結 論 スル ニハ極 メ テ愼

重 テ要 スル者 アル コ ト勿 論 ナ リ。 之 テ以 テ余 ノ・

更 二温 度 ノ ミノ影 響 ラ知 ラ ン ト シテ 既記 ノ材 料

ラ氷 室 、20度 及 ビ37度 ノ艀 卵 器 内 一 保 存 シ、

之 等 ノ材 料 二就 キ逐 日實 験 テ行 ヘ リ。

1.尿 尿 混 合 液 中 ノ結 核 菌

試 験 材料 テ5度 ノ氷 室、20度 及 ビ37度 ノ醇 卵

器 ノ3ケ 所 二保 存 シ其 後 毎 日各所 ノ材 料 二就 キ

テ、 硫 酸 塵 置 法 テ加 ヘ タ ル後 培 養 試 験 テ行 ヒ タ

ル ニ其 成 績 ハ 第7表 二示 ス ガ如 シ。 即 チ滅 菌 セ

ザ ル尿 尿 液 中 ノ結 核 菌 ハ氷 室 内 二保 テ ル モ ノハ

第7表

實験 ノ最 終 日 ノ21日 間 迄確i實 二 生 存 シ、20度

ニ テ ハ11日 間、37度 ニ テノ・1日 間 ハ 生 存 セル

テ以 テ、 自然 尿 尿 中 ノ結 核 菌 ノ・低 温 ノ揚 所 二在

ル程 永 ク生存 スル が如 ク見 工、 之 バー 二高 温 ノ

場 所 ニ テハ尿 尿 中 ノ雑 菌 若 クノ・尿 尿 ノ自然 分 解

産物 等 ニ ヨル 危害 二 因 ル ガ如 ク解 セ ラ レ易 シ。

然 ル ニ尿 尿 混 合 液 テ蒸氣 ニ テ滅菌 シ タル後 二結

核 菌 ラ加 ヘ テ同檬 ノ試 験 テ行 フニ氷 室 及 ピ20度

ノ解 卵 器 内 ニ テ實 験 期 間 タ ル3週 間 生 存 シ、37

度 ノ解 卵 器 内 二保 テル者 ハ前 實 験 ト同 ジ ク僅 カ

ー1日 間生 存 セル ノ ミナ リ。 之 テ以 テ見 レバ尿

尿 中 ノ結 核 菌 ガ高 温 ノ場 所 ニ テ永 ク生存 シ能 ハ

ザ ル ノ・尿 尿 ノ腐 敗若 クノ・雑 菌 等 ノ爲 メ ニ蒙 ル 危

害 以 外 ノ條 件 ニ ヨル者 ナ ル コ トラ考 ヘ ザ ル ベ カ

ラズ。

此 實 験 テ再 記 セ ンガ爲 メ分 離 培 養 法 二尾高 法 テ

健康人 ノ尿尿混合液 中 ノ培養結核菌(温 度 ノ影響)

＼ 放所

＼ 置 ノ

放 ＼場温

置'
日
敷

不 滅 菌 滅 菌

5℃ 20℃ 37℃ 5℃ 20℃ 37℃

成績 培養
日数 成績 培養

日数 成績 培 養・

日藪
成績 培養

日数 成績 培養
日数 成績 培i養

日鍛

0 十 14 十 14

1 十 14 十 15 十 27 十 14 十 15 十 20

2 十 15 十 16 一 60 十 15 十 16 一 60

3 十 15 十 18 一 60 十 15 十 17 一 60

4 十 15;十 21 一 60 十 15 十 20 一 60

5 十 ・6i+ 22 一 60 十 16 十 20 一160

7' 十 21 1十 24 一 60 十 18 十 21 一
亀6

0

9 十 21 十 33 一 60 十 19 十 22 一 60

1ユ 十 22 十 32 一 60 十 18 十 26 一 60

13 十 22 一 60 一 60 十 21 十 30 一 60

21 十124 一 60 一 60 十 22 十 28 一 翁0
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用 ヒタルニ前實験 ト同檬 二滅菌 セザル尿尿混合

液中 ノ結核菌ハ氷室内一テ3週 間、20度 卿卵器

内ニテ9日 間、37度 ニテハ1日 間生存 シ、又滅

菌 セル尿尿混合液 テ用フル時ハ氷室及 ビ20度艀

第8表

卵 器 内 ニ テ ハ實 験 期 間 タル3週 間 、37度 艀 卵 器

内 一 テ ハ僅 カニ1日 間生 存 セ リ.

2.尿 中 ノ結 核 菌

健 康 人 ノ尿 二加 ヘ タル結 核 菌 ハ其 ノ尿 ラ豫 メ滅

健 康人 ノ尿 中 ノ培養結核菌(温 度 ノ影響)

菌滅不

℃37℃20℃5

養
徽

培
日

績成

斯遜
滅 菌

5℃ 20℃ 37℃

成劉 日 成績1議 成劉 欝 成劉 誘 囎i誘
0 十一 一

十

14 十114

1 14 十 15十 15十 14
--

15

十 15十 16

2 十 14 十 16十 16十 十 15十 16

3 十 16 十 16十 16十 15十 16十 16

4 十 15 十 15十 17十 14十 15十 17

5 十 14 十 16十 25十 14
-一 一

14

十 17十 18

7 十 15 十 18一 60十 十 15十 20

9 十 15
一 一

15
}-

15

十 20一 60十 14十 17十 19

11 十 十 20一 60十 15十 18十 19

13 十 十 21一 60十 14十 18十 23

21 十 15 十 20一 601十 15十 20十 24
1

菌 シタル場合 ト同様二氷室及 ビ20度麻卵器内ニ

テ實験期間 タル3週 間生存 セリ。37度 艀卵器内

二保存セルモノハ滅菌尿中ニテ同檬實験期間ナ

ル3週 間生存 シ、不滅菌尿中ニテ7日 間ノ・生存

セル事 第8表 二示 ス ガ如 シ。 之 ラ同 時 二行 ヒ タ

ル 尿 尿 混 合 液 テ用 ヒタ ル場 合(第7表)一 比 スル

ニ、尿 中 ノ者 ハ温 熱 ニ ヨ リ影 響 セ ラル ・事 少 シ。

第四章 総括及ビ考案

尿尿中ノ結核菌 ノ生存 日数 テ知 ランガ爲二含結

核菌尿尿及 ビ尿 ラ異 ナル場所 二放置 シテ毎 日各

材料 テ硫酸法叉ノ・尾高法ニヨリテ分離培養テ試

ミタリ。

盛夏 ノ候開放性肺結核患者 ノ尿尿混合液中 ノ結

核菌ノ・室内一テ2乃 至3日 間、屋外 ノ直射 日光

ノ下らテ1乃 至2日 間生存 セルモ、 ソレ以上 ノ

日撒 ラ経過 スレバ死 スルラ謹 セリ(第1表)。

次二健康人 ノ尿尿混合液二純粋培養人型結核菌

ラ加ヘタル材料a就 キ9月 ヨリ12月 二亙 リ撒

回 ノ實験 ヲ行 ヘルニ、9月 一テハ室内一テ4日

間確實二生存 シ、7日 間以内二死 シ、屋外陰 ニ

テノ・3日 間以内二死 セリ(第2表)。10月 一ハ室

内及 ビ屋外陰 ニテ4日 間、直射 日光 ノ場所 ニテ

3日 間(第3表)、 又11月 中旬ニハ室内ニテ8日

間、屋外陰 ニテ7日 間、 母光直射所 ニテ5日 間

生存 シ(第4表)、 之等 ト同時二行 ヒタル氷室二

放置セル者ハ各實験期間即チ最長18日 間ハ確實

二生存セリ。

豫 メ蒸氣滅菌 テ行 ヒタル尿尿混合液二加ヘタル

結核菌ノ・10月最高温度42度 二上昇セル日光直

射 ノ虎 二放置セル場合4日 間生存 シ、6日 間ニ

シテ死滅セルテ見 タル他、何 レモ各實験期間ハ

生存 セリ。

更 二5月 ノ頃尾高法二從 ツテ行ヘル同種 ノ實験

ニテハ自然尿尿 ノ混合液 へ加ヘタル培養結核菌

ハ室内ニテ15日 間、屋外陰 ニテ13日 間、屋外

陽ニテ6日 間生存 シ、氷室ニテハ實験期間タル
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30日 間 ノ・死 滅 セズ。 又 滅 菌 セル尿 尿 二加 ヘ タル

菌 ノ・氷 室 、室 内及 ビ屋 外 陰 ニ テノ・共 二30日 間 ハ

確 實 二生 存 セル モ直射 日光 ノ下 ニ テ ノ・13日間 生

存 シ ソ レ以 後 ハ死 滅 ス悌5表)。

即 チ上 記 ノ實験 成績 ヨ リ見 テ滅 菌 尿 尿 中 ノ菌 ノ・

滅 菌 セザ ル尿 尿 中 ノ者 ヨ リ長 ク生 存 スル者 ナ ル

事 ラ知 ル他 二、季 節 即 チ氣 温 及 ビ 日射 等 ノ氣 候

條 件 ガ尿 尿 中菌 ノ生 存 力 二關 係 ス ル事 テ看 取 シ

得 。 氣 候 因子 タル氣 温 及 ピ 日射 等 ハ毎 日憂 化 ス

ル ラ以 テ余 ノ實 験 ノ如 ク長 時 日 テ要 スル場 合 ニ

ノ・各 因 子 別 ノ影 響 テ詳 細 二検 索 ス ル事 ノ・困 難 ナ

ル テ以 テ 日光 ノ影 響 テ蒙 ラザ ル 温 度 ノ ミニ 』ル

關 係 テ知 ラ ン トシ氷 室(5度)、20度 及 ビ37度

艀 卵 器 内 二検 査 材 料 ラ放 置 シ逐 日培 養 試 験 テ行

ヒタル ニ不 滅 菌 尿 尿 中 ノ結 核 菌 ハ氷 室 内 ニ テ實

験 期 間 タル21日 間 、20度 ニ テ11日 間、37度 ニ

テ1日 間 生 存 セ リ。 又 滅 菌 セル尿 尿 二加 ヘ タル

結 核 菌 ノ・氷 室 及 ピ20度 解 卵 器 内 二 保 存 ス レバ

21日 間 ハ確 實 二生 存 シ、37度 艀 卵器 内 一 置 カ

レタ ル者 ノ・僅 カ ニ1日 間 生 存 ス(第7表) 。

即 チ之等 ノ成 績 ニ ヨル尿 尿 ノ温 度 ハ結 核 菌 ノ生

活 力 二影 響 スル者 ニ シテ、 温 度 ノ高 キ尿 尿 中 ノ

結 核 菌 ハ温 度 ノ低 キ尿 尿 中 二在 ル揚 合 ヨ リモ大

ナ ル危 害 テ蒙 ル コ ト明 カナ リ.

各材料 ヨリ結核菌 テ分離培養 スル際硫酸ニテ塵

置セズシテ直チニ培養器二移 ス時ノ・硫酸 ニテ塵

置セル場合 ヨリ材料 ノ放置 日撒甚グ延長 スルデ

見ル、即チ直接培養ニテノ・菌ガ永 ク生存 スルカ

ノ如ク見ユルモ、之ノ・菌 ガ尿尿中ニテ生活力 テ

弱 メラレタル上次 二硫酸 二接燭 スル爲一生活力

ガ殺ガル ・爲培養器上二登育 シ能ノ・ザルナリ。

例ヘバ同一材料 ラ屋外直射 日光 ノ下二放置 スル

場合二尾高法一テハ放置 日激14日 以後ハ培養基

上二菌 ノ登育ラ見ザルモ、硫酸 テ加ヘズシテ直

接 二培養スレバ放置日籔20日 間二至ル迄菌 ノ登

育 スルラ見ル(第5表)。 猫培養基二移植 セル後

二菌聚落ラ登見スル迄 ノ期間モ亦雨者間二著明

ナル差違 アリテ、無塵置 ノ菌ノ・硫酸塵置 テ加ヘ

タル場合 ヨリ遙二早 ク菌聚落 ヲ認 メ得。

故二余 ノ實験 ノ如 ク雑菌 ノ混入ラ防 ガンガ爲二

硫酸テ用 ヒタル既記 ノ成績 ノ・大禮 ノ標準 テ與ヘ

タルニ止マル者 卜言ハザルベカラズ。

健康尿及 ビ健康尿尿混合液 ノ各々二培養結核菌

テ加ヘテ雨者 ラ卿卵器 ノ如キ光テ遮断 セル恒温

室内二保存 スル時ハ前者ノ・後者 二比 シテ遙 カニ

長 ク生存 スルモ、雨者 ラ直射 日光下二置 ク時ノ{

前者ハ速カニ死 ス。

第五章 結 論

既 記 ノ成 績 ヨ リ次 ノ結 論 二到 達 セ リ.

1.結 核 菌 ハ尿 尿 中 ニ テ 自然 清滅 スル モ、 其 ノ

生 存 日撒 ハ季 節 的 二差 違 ア リテ氣 温 高 キ時 ハ氣

温 低 キ時 ヨ リ早 ク死 滅 ス。

2・ 結 核 菌 ラ加 ヘ タル尿 尿 混 合 液 テ氷 室 、20度

及 ピ37度 ノ鰐 卵 器 内 二保 存 スル時 ハ其 ノ中 ノ結

核 菌 ハ温 度 ノ高 キ程 早 ク死 滅 ス。

3・ 滅 菌 シタル尿 尿 二加 ヘ タ ル結 核 菌 ノ・滅 菌 セ

ラ レザ ル尿 尿 二加 ヘ タル結 核 菌 ヨ リモ長 ク生 存

ス0

4・ 光 ノ通 過 シ易 キ尿 中 ノ結 核 菌 ハ 光 ノ通 過 シ

難 キ尿 尿 混 合液 中 ノ結 核 菌 二比 シ、 室 内.;.テ ハ

長 ク生存 スルモ直射日光 ノ下ニテノ・却 テ速 二死

ス・即チ結核菌 二封 スル日光 ノ殺菌力ハ肯定 シ

得ベ シ。

5.糞 便中ヨリ結核菌 テ分離培養 スル際硫酸ハ

菌 ノ蛮育 テ害 スル事明白ナルテ以 テ分離培養法

トシテ、 硫酸法ノ、今後猶改良 セラルベキ者ナ

リ。

欄筆スルニ臨 ミ所長三戸博士 ノ懇篤ナル御校閲

テ深謝 ス。

(本論文 ノ要旨ノ・昭和11年4月 第14同 日本結

核病學會総會 ニテ報告セリ)
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